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　エ ビ を原因と す る食餌依存性運動誘発 ア ナ フ ィ ラ キ シーの 1例に つ き臨床的検討お よ び患者白血球 を

用 い た基礎的検討を行 っ たの で報告する．症例は 26歳男性 で ，
エ ビ を食 べ

， 90分後に軽 い ラ ン ニ ン グを

し て い た と こ ろ 鼻閉感， 顔面浮腫 ， 呼吸困難が出現 した．既往歴 に 2 年前 に 同様の エ ピ ソー ドがあ っ た．

血液検査上 エ ビに対する特異的 lgE 抗体が確認 され，さらに，負荷試験 を行 っ た とこ ろエ ビ摂取後の 運

動負荷試験の み で 症状の発現を認め 血 中 histamineの 上 昇も認め られ た，また ，
エ ビ摂取後血 中 cAMP

濃度が低下 す る こ と が認め ら れ た．試験管内白血球刺激 試験に お い て ， 本 患者に お い て はエ ビ抗原 に対

し濃度依存性 に 遊ee　histamine量は上昇 したが ， 正常人では遊離 histamine量 の 上昇 は認 められなか っ

た．また ， その 上昇は calcium 　ionophore　A23187 （Cal　10−tiM ）刺激 に比較す るとその上昇は軽度で

あ っ た．以上 より，食餌依存性運動誘発 ア ナ フ ィ ラキ シーと診断 した．また，本症に おい て は食餌負荷

が cAMP を低下 させ histamine遊離を誘発 しや すい状態に す る こ と が示唆さ れ た，
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緒　言 症　例

　物理的刺激 に よ り誘発 さ れ る ア レ ル ギー
反応 の な か

で 運動 に より血圧低下 ，意識障害，呼吸困難 な どの 強

い 全身症状 を お こ す もの を運 動誘発性ア ナ フ ィ ラ キ

シ ーと呼 んで い る．こ の なか で 特 に あ る特定 の 食餌摂

取後の 運動 で ア ナ フ ィ ラ キ シ ー症状 が誘 発 され る こ と

が あ り，食餌依 存性 運 動誘 発 性 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー

（food．dependent　exercise ・induced　anaphylaxis ）と称

され て い る．

　今回我 々 は エ ビ摂取 に よ る食餌依存性運動誘発 ア ナ

フ ィ ラ キ シ ーの 1症例 を経験 し，負荷 試験 お よ び エ ビ

抗原 な ど に よ る白血球 刺激試験を行 っ た の で 二 こ に報

告 す る．
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Abbreviations 　3　EIAna 　exercise 　induced　 ar ユa ・

phylaxis；　FEA 　foed−dependent　 exercise ・induced

a 「iaPhylaxig ．；　Ca 　置　calciuni 　ion（＞phore 　A23187 ；

DMSO 　dimethvl　 Sulfuxide

　症例 ：26歳 ， 男性 ，
バ レ ーボ ール 選手

　 ）i訴 ：顔面浮腫 ， 呼吸困難

　既往 歴 ： 2年前 に エ ビ 摂取後 に 運 動 を して ア レ ル

ギ ー
症状を起 こ した 以外は特に 異常な し．

　家族歴 ：特記す べ きこ と な し．（ア トピー
性疾患 を 有

す る もの は な い ）

　現病歴 124 歳時 に，エ ビ を摂取後ラ ン ニ ン グ を し て

い た と こ ろ 顔面浮腫 ， 呼吸困難 が 出現 し たが
，

こ の と

き は 自然軽快 を して い た．1994年 7月28日 ，
エ ビ を食

べ た後に 軽い ラ ン ニ ン グ を し て い た と こ ろ瘴痒感を伴

う顔 面浮腫 ， 鼻閉感 ， 呼吸困難が出現 したた め 当院救

急 セ ン ターを受診 した．

　来院時現症 ：意識 は 清明 ， 脈拍 ］le／分整，血 圧 9．　0！60，

呼吸数24／
’

分．顔面 に 浮腫 を認め ， 末梢 の チ ア ノ
ーゼ が

認 め ら れ た．血 液 ガ ス 所見 は 空気呼 吸 に て PH 　7．359，

PCO
ヒ　44，4mn111g ，　Po ，　58．3mmHg ，　HCO ，　25 ．2

mmHg ，
　SAT 　88．5％ で あっ た 。ア ナ フ ィ ラ キ シ

ー
の 診

断 の も と に 直 ち に epillephrille 　 O．3m ［皮 下 注 ，

hydmcortizone　20〔）mg 静注 を行 い ， 症状 は 軽快 した．

　 入 院時検査 ：
一
般 検査 で は 血液，生化学，血清 い ず

れ も異常 を認め な か っ た．ア レ ル ギー学的検査 で は

IgE （RIST ） 149．2U ！

’
ml で あ り 血 清 特 異 lgE
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一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

1298 エ ビ に よ る 食 餌依 存性運 動 誘 発ア ナ フ ィ ラ キ シ
ー

（Phadebas　RAST 　Kit で 測定）で は ハ ウ ス ダ ス ト，ダ

ニ に 対 し て score 　3ま た は 4 で，エ ビ で 1 ，小 麦で 2 ，

カ．二 で 2 ，
ソ バ で 1で あ っ た．

　食餌負荷お よび運動 負荷試験 ：病歴 と検査所 見 よ り

エ ビ に ．よる 食餌依存性運動誘発 ア ナ フ f ラ キ シ
ー

を疑

い ，エ ビ 摂取単独， 運勳単独，エ ビ 摂取後の 運動 に よ

る 3 種類 の 負荷試験 を 行 っ た．な お ，入 院時 の 食事 の

オーダーで は エ ビ以外 の RAST ス コ ア に て 陽 「牛で あ

る小麦，カ ニ ，ソ バ も除 い た．玄 た，負荷試験 以 外 の

運動負荷 も控 え た （Table　 D．エ ビ は 100g を摂取 し運

動 負荷 は Treadmi ］1法 grade 　4で 15分間行 っ た．エ ビ

単独負荷試験 で はエ ビ摂取前後 の 」1旺液採取 お よび肺機

能検査 を行っ た．運動負荷試験 で は運動 負荷前と15分

間 σ）運動負荷直後 よ 1’）　10分間隔 で 血 液採取 お よ び 肺機

Table　l　 Challenge　test

l　Sh 【
．imp ．

帆
．
al 　 clldllellge 　Lcs［

　H ｛
，u，F｛s 冂bse ！

’
丶
・L・d　f〔｝r　2・I　hr　after 　eati1191 〔〕⇔g 　shrini1 ）

2　Exercisc　cha ］leiigc［esl

　Treadl1Lin．L，radL ，4　15n 〕i11

3Exercisc 　challc1Lgc 　lest　 af しer 　e しlti1】9 川 〔｝g　 l　hl．imp，

　
「
1、ren （1】1コi11　91

『
；lde 　・1、9U　【】1i］1 　≡1fte1

・
　eati ］IS’　h十ヨ〔［g 　sk 】ri111P，

1丿し1i 　illg　@t1］is 　s 亡LE⊂1
｝一，　、

、
− e　⊂11｛膕c／1《c／d　I．〔圏sL，i1．1ユt〔伽rト「　fl111cti 〔，【】　1弋！コ〔

illlaly7ed 　serUt1〕　histan〕ine 　l を vels 　 alld 　cA 匹1P　leve 且y　froll
blo（，d 　sa 叫）］〔・s

能 検査 を 行った ．また ，エビ摂 取 後の 運動 負 荷で

， エ ビ摂取後 9U 分に連動負 荷
を 行い， 前後の血液

取 お よび肺 機能検 査 を施行し た ． 採取した亅 fll 藁より

s− tamil 】 e およ び cAMP を それ ぞれraclic｝inm1UIloa

ay 法 に て 測定した（Table

2 ）． 　白血球 浮 遊 液作成および白血 球刺激試 験

本 患 者 と アレ ル ギ ーの既往がなく lf 且 液 学 的 に異常

な い止 常 人 よりそ れぞ れ 2 〔 lml ヘパ リ ン加採 血 を 行

，6 ％ デ キス 1 ・ラン4m且，　EDTA・saline 　 2ml 加え

倒混和 後 1 時 間 静 置 し ，その後形成され た 白 r肛球層 を

取し， 150XglO 分間 遠 沈し，得ら れた沈渣 に0．2 ％

低張 食 塩水 5inl を 加え 混 和し赤血球を溶 血させ， ： 1〔

b 後に1． 5％ の高張 食 塩 水 5m】加え 等 張 にもど し

後i50 × g8 分間 遠心 した．沈清にHanks　HSS （137niA ’1
　

C1，5mM 　KCI， 【L3n1M 　Na， ． HI ’ Q ，， 〔）．41nM

KH2PO4，0 ．1mM 養lgSO、1，　〔｝
． 5mTv ・1 　Pt｛gClu ，　1．3mTv

@CaCI2，　5．6mMglucc ） se ） 1⇔11ユ 1 をカi 亅え 混和 後

15 〔 1 ×g 　 8 分遠 心を 行っ た ．こ の 操作を3回繰

返し，最後 の沈清に O．u ： s ％ Albumill 　Iluman ・Tris 　ACM

buffer （ 25mM 　Trisamin ｛，methalle， 12 〔lmM 　NaC

C5．OrnM　KCL，0 ．6mMC ，RC］Pt211zO ，1．OmNI 　 Pt

SOド7H ，O｝ 12m1 を 加え ， 白 ll ［1 球を浮遊させ

． 得ら れ た12ml の 白 血 球浮 遊 液 を2m ］ずつ 6 本 の

ピッツに分注した（1− ・ VI＞．1には sa ］ine，　11にはdirnethyl　sulfoxide

D ），1　S ．　O），　II【，　IV，

Table 　 2　Study　 deslgn1Shrimp
〔，ral 　 challellge 　t

tB1 けけ d 　
y 〕 rrecti 虻，n 　 　　

　 ↑ 　 　 ↑ 　 　　bef 〔 ，rc

　　 　l）　 　　　　　　　 challen

SD
　fU

cti 〔 川FI
／V、。 幣1Tfi ｛； ↑ 　丁　

@ ↑ 9 〔

　　Io｛）
　
1］（）　 120 ］ni匚】 　　　

　↑ 2　 Exe1 ’ cise 　cha

e

e 匸 estBk

，

@c 〔 ｝rre
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　 　 “ 　 　　
　 　 t 一eve［
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　shr’imP

BI 〔 匠
，
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r
c ［

O z35 ↑ 　↑ 45111
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i ｪ
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V に は エ ビ 抗原 を そ れ ぞ れ x ］os （HI），× ］04 （IV），×

工O”
　 （V ）希釈液 を加 え，VIに は Ca　lO

「−fiM
を 加 え刺激

した．な お ， Ca　lの 調整は calciurri　i（）ll〔＞ph （）re 　A23187

IIemicalciunl　salt （Sigma 　Chemical社製）を djmet11−

yl　sulfuxide （DMSO ）に よ り溶解後 ，
　 O，03％ A 】bulllin

Ilumal1−Tris　ACM 　buffer で 希釈 し最終濃 度 が 106M

O、【
卜門
田

角

噛

OnO

輒

唱
鷁

49

％

藍00．0

50．0

0．0

　　　　　 Befo「e　 30 　 60 　 90　 100　 HO 　 120 　 180　 min

Fig．　 la．　％ Ch三mges 　 of 　FEV1．。　 compared 　with 　bピ恥 re −「o く｝d　 challellge ．
FOQd ； 1〔川g 　shrimp ．

％

125．0

100．0

05，7

OU5

。．
5
臼
』

匂

o

・。

＆

壽
占

9

25，0

0．0lPre

　　　O　　　10　　　2‘｝　　」0　　　60　　】20 　　180min

Fig．　lb．　 ％ Changes　Df　FEV1 ．1、　cて）mpared 　with 　before．exercise 　challenge ．

Exercise　challenger ：TreadmiH 　grade 　4．
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％

125．0

100．O

0鼠7

0軌5

0＆2

〉
唱

』

触

o

沼
馳
昌

霆
9

承

0，0Pre

　 3．e 　 60 　 90 　 11S　l25　 135　180　 min

　　　↑
Eating　shrimp

↑
Exercise

Fig，　 lc，　 ％ Changes 　of 　FEV ，ucompared 　with 　before−challellge ．
Challenge　Exercise　chaHenge 　after　eating 　shrirnp ．

とな る よ うに し た．た だ し，　D ”・ISO は最終濃度が 0．4％

以 下と し ， IIに加 え る もの も同
．・

濃度 の 条件で 加 え た，

1〜Viに それ ぞ れ 60μ1を加 え／0分間 intubationを行

い intubation終了 後90  Xg
， 1 分 冷却遠心 し ， そ の 一ヒ

清 を分離 し，
histanlineお よ び cAMP を radi （

’
）immuno −

assay に て 測 定 し た．

結 　果

工）負荷試験

　臨床症状お よ び肺機能 に お い て は エ ビ摂取単独負荷

時 と 運動単独負荷時 で は 症状 の 発現 を 認 め ず FEV
，．，

の 変化も認め ら れ な か っ た ．
一

方エ ビ 摂取後運動負荷

時 で は 運動負荷後 14分 で 呼吸［木［難 が 出現 し 末梢 の チ ア

ノ ーゼ を 認 め た （Fig．1）．　 im中 histamine濃度は エ ビ

摂取後運動負荷時の み で 上昇を認 め た （Fig．2），血中

cAMP 濃度は運動負荷 で は 変勤 を認 め なか っ た が
，

エ

ビ負荷 に よ り食後90分 に か け て低下 す る こ とが 認 め ら

二
霞
、
。。

5
三

掘

毳
ヨ

邸

日

紹
鉱

O．80

可D．70

o．60

0．50

O．40

0．30
Before

一一一｛｝− 　　　Shrimp　only

・・
◇
…
　　 E’xcrcig ，　e　only

一一一一〇一’”
　　　Sh目5τ1P ＆ excrcise

A髄or

　 Fig．2．　 Changes 　ill　pla ＄ma 　histamine　cont ／en 亡ra ・

tion　l）efere 　and 　af しer　the 　challenge 　test．
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Before After

　Fig．3a．　 Chunges　of　plasma 　cAMP 　levels　before
and 　after 　cathng 　lOOg　shrin ユp ，

pMoLlml

15

m

5

（

一
日
謡

2
≧
α

）

叟
く
り

祠

日
絹
瓦

Is．o

1301

0

　　　　　　 Be 『ore 　　　　　　　　　 After

　Fig．3b．　Changes 　of 　plasma 　cANIP 　levels　before
and 　 after 　exercise 　challenge ，

れ，エ ビ負荷後 の 運動負荷 で は，エ ビ 負荷後9〔吩 ま で

は cAMP は低 ドし ， 運 動負荷後 よ り上 昇 を認 め た

（Fig、3）．

2） 白血 球刺激試験

　本患者の 白血球で は CaI 刺激程 で は な い が エ ビ 抗

原 に 対 し濃度依存性 に histamille遊離の増加が 認 め ら

（
【
昌
こ

O

Σ
偶

）

』
≧
＜
O
幡

日
鴇

t4．0

13．0

12．0

1Lo

10．0

9．0

8．0

　 　 　 Be『or ℃ 。醐 四g　 Aftcr　cati 隔g　 At吐er　exerelse

Fig．3c，　Changes　 of 　 plasma 　 cA ）
’II〕 1et．els　 in

exercise 　challel ユge 　after 　cating 　shrilnp ．

れた （Fig．　 D．
』一

方，正 常者 で は エ ビ抗 原刺激 に よ り

histamille遊離に は変化は認め られ なか っ た．また ， 本

刺 激 に対 し て い ずれ の 場 合 も cAMP は 測定限界 以
一
ド

で あ っ た．

考　案

　光線 ， 温熱 ， 寒冷，運動な どの 物琿的刺激 に よ り誘

発 され る ア レ ル ギー反 応 を physical　 allergy と呼ん で

い る． こ の な か で 蕁麻疹 ， 血管浮腫 ， 呼吸困難 ， 血圧

低 下，意 識 消 失 な ど の 強 い 全身症 状 を伴 う も の を

physical　anaphylaxis と呼ばれ ， こ の な か で 運動 に よ

り誘発 され る症例 は 工970年頃 か ら報告 さ れ
1〕，Shefrer

ら が exercise −induced　anaphylaxis （EIAna ）と命名

し ， 報告 した
1）．さ ら に ， あ る特定の 食物の 摂取後 に 運

動 を す る こ と に よ り誘発 され る もの をfood・deperldent

exercise ．induced　anaphylaxis （FEA ）　と称 さ れ る．

本疾患 は 1979年 Maulitz に よ 1
’
）は じ め に 報告 さ れ

n 〕，

1983年 に Kidd ら に よ り命名 され報告 された
4〕
．以後，

日本で は，1986年阿久津 ら
［’〕
が 小 麦 に よ る 症 例，1987年

に は 三 宅 Sp　b〕が エ ビ に対す る と 思われ る症 例 を報告し

て 以来，年 を報告 さ れ る よ うに な っ た
7，．］5）．

　本症 は，患 者が 症状を起 こ し た と き と全 く同 じ条件

で 負荷試験 を再度行わ せ て も，同 じ症状の再現性は低

い とい わ れ て い る
14 ）22 〕．す な わ ち ， 患者を と り ま く諸 々

の 条件 の 影 響 を 受 け る と 考 え ら れ て い る，Sheffer
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BO2 二 te
〒
よ る食餌依存性運動誘発 〆＋ フ ィ 1 キ ／

一

30

25

　

肩　 20

き
1 ・5

田

10

5

o

　　　　　 Salme　　 ghnmp 　　s．　hm呷 　　　Sh” mp 　　DMSO 　　 Ca　I

　　　　　　　　　　　x1 〔戸　 xto4 　 xlO3

　Flg　l　 Lffects〔，「shrlm 蔓） a 以 1gen 　 dnd しa1 〔：し1m ］〔m 〔，ph 〔〕re （しa　I　I〔l　 hM
）oTI　th⊂

relea 、e 　 of 　h 且rtamme

ら
］017 ）

は EIA 患者 の 約 4 割 に 食＄ と楽 物 の 関連を指

摘 して い る か，本症 の 発 症 に か か わ る 因 f と し て ， 感

冒 ， 疲方 ， 睡眠障害 ， 生琿， Kl レ ス や 厂 ス ピ リ 〆 な

との 非ス 1 ロ イ ド抗炎症莱の 服用な と を争げ て い る．

　本症 の 原 因抗原 お よ ひ 連動 内容 で あ る か ，Sheffer

らの 調ffて は 甲殻類，貝 ， 果物 ，
セ ロ リな どか 多 か っ

た と し て い る ls｝1 ）．本邦 に お い て は，70％以 士 は 小 麦 あ

よ ひ 」 ヒ，力 二 とい っ た 甲殻類 て 占 め ら れ ， その 他 に

ソ ハ ，鶏卯 な とか あ け ら れ る
IH ）

こ れ らの な か ご多抗原

か 関与し て い る 報紘 もあ る
G ）IR ）

趣 動 内容 に 関 し て

様 々 こあ り症状 の 発 堺 に は運動 の 強度 や種類 に 必 ； し

も関係 し な い とい わ れ て い る
馴 9，．

　発柾 機1デ に 関し て は．Shefferら 〔））か本症 1恚者の 皮膚

肥満細胞の 顆柆泊失 な と の 所 見か 存在 3 る こ と を邵明

し た こ とか り ，肥満細胞か ら chemlcal 　medldtor か 放

出 さ れ ， 循環 llll中 に 流出 ナる こ と か ア ゴ フ ィ ラ キ ノ
ー

症状の 発現 に関与 して い る と推察 さ れ て い る．ま た ，

K − lt｝ ら
川 は，食物 ア レ ル ｝一か 連 動 に よ る皮膚の 肥

満細胞 の medlator 遊離 の 閾値 を下 け る こ と を示唆 し

て い る．しか しなか ら，運動 が ど の よ う に 肥満細胞 を

刔激 し脱顆柆 を 促 diの か に つ い て は い また に 小 明 な 占

が 多い 　現在 の と こ ろ 食餌摂 取後 の 連 動刺激 か ／ ノ

フ ィ ラ ギン
ー

反応 を誘発す る理由 と して 考 え ら れ て い

る もの と し て は，1）即時型 ア レ ル キ
ー

反1’L か 起 こ 丿た

時 に肥満細胞 や 好塩幕球 の 脱顆粒閾値が低 ト する．2）

体 内に 吸 収 さ れ た抗原 分 布 が 変化 し肥満網胞 とJKI，L し

や ≠くな る．3＞摂取 した抗原 の 伯化 と 吸収 か R 化 ；

る　4）及膚お よひ 血管系の chemical 　Ined 且aton　 eこ対

tる辟妥桝 か 尚 まる 5） 内囚 1斗ホ ル モ ン や自律神経竪

張 が変化 よる 可能 件な と があげ られ て い ろ
6〕1‘）P6 ）

ま

た，本症 の 発症時 t
一
は 亘IL中 h1〜tdnl］nc 値 か 1爿す る こ

と か 多 く， 診断的音義 か高 い と い わ れ る
）H ｝　H ）1’Ul ） 2b ）．

血 中 htstani］ne の 1 昇以 外 に 運動負荷 に よ り好中珠遊

走因チ， 好酸球遊走因子 が向値 を示 した とい う報告も

あ り
27 ）

， hl  tamlllし 以 外 の 血 筥 作動 性物 質 が 発 症 に 関

tJ
して い る こ と も考え ら れて い る

　本あi例 は ，
エ ヒ を食 へ た 後 に軽 い 運動 をして い る最

中に 突然鼻閉感， 顔面浮膊 ， 呼吸 ［木1難 とい っ た 7 先 ノ ィ
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徳永 久 博 他 13｛〕3

ラ キ シ
ー

症状を呈 し ， 病歴 か ら も同様 の エ ピ ソードが

あ る た め，エ ビ を原因 とす る食餌依存性運動誘 発 ア ナ

フ ィ ラ キ シ ーを強 く疑 っ た．そ こ で 確診 を得 る た め に

エ ビ の 摂取 と運動 の 負荷試験 を施行 し た．エ ビ 単独摂

取 と運動単独 の 負荷 で は症状の 発現 は 認 め ら れ ず血中

の histarnilleの 変動 も認 め られ な か っ た が ，エ ビ摂取

後運動負荷 に よ り症状 の 発現 と血 9）　histamineの 上昇

を 認 め た た め 本症例を食餌依存性運動誘発 ア ナ フ ィ ラ

キ シ ーと診断した ．ま た ， そ れ ぞ れ の 負荷試験 中に 血

巾 cAMP を測定 し た と こ ろ 運 動 負荷 で は 全 く変動 を

認め な か っ た が ， 食事負荷 に て cAMP の 低
一
ドを認め

た．cAMP レ ベ ル の 低下 に 関 して は ，ア ト ピ・一性疾患

の な か で 報告 さ れ て い る もの もあ り ， 血中 histamine

の 高値 は cAMP レ ベ ル の 低下 と関係し て い る と 説 明

され て い る
ビ8闘 ．本症例 で は ，

エ ビ 負荷に よ ワ ， 消化管

を中心 と し た肥満細胞 Eで 抗原抗体反応 が お こ り β・

adrenergic 　 receptor の 機能低 ドな い し phosphodies −

terase 活性亢進に よ り cAMP レ ベ ル が 低 トす る こ と

が 考 え ら れ
，

cAMP レ ベ ル 低 卜
．
に よ り肥満紐1胞 ，好塩

基球 の histamille遊離能 の 閾値 が 低下 し，こ こ に 運動

刺激が加わ る こ と に よ り histamine が 遊 離され る こ と

が推察さ れ た．

　 また ，今 回 我 々 は ，
エ ビ 抗原刺激単独 で histamineお

よ び cAMP に どの よ うな影響を与 え る か に つ い て ， 本

症例患 者の 末梢 「飢液 よ り 白血球浮遊液を作成 し，こ れ

に エ ビ 抗原 ， CaI を加 え刺激 した．結果は CaI 刺激

に よ り止常者 お よ び本症例で は と も に base の 5 倍以

ltの histamjne遊離 が 確認 さ れ た ．エ ビ 抗原 に対し て

は 止常者 で は 変動を認 め な か っ た が ，本症例で は濃度

依存性 に histamiηe 遊離 の 増加 を認 め た．ま た ， 本症

例 の 白血球 に 抗 原単独刺激 の み で は histamine遊離 は

み ら れ る もの の Cal 刺激 に よ る値 よ り も低 か っ た．以

上 の 結果よ り本症に お い て は抗原刺激の み で は，his・

tamine 遊離 は 十 分 で は な く，さ ら に他の 刺激 の 付加 に

よ り histalnine遊離が 増加 し ア ナ フ ィ ラ シ
ー

発症 へ と

導 か れ る こ とが 推察 さ れた．histamhlc遊離 の 増加 の

た め に は抗原摂取後の 刺激 （運動 負荷 に よ る種 々 σ）体

内の ホ ル モ ン や 自律神経 の バ ラ ン ス 変化 な ど ）が 必 要

で あ る こ とが 考え ら れ る．

　本症 の 予防 お よ び治療 に 関 して で あ る が ， 予防的薬

物療法 と し て は抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 ， 抗ア レ ル ギ ー
剤 が 効

果的で あ っ た症例報告 もあ る が
11 〕，現時点 で は ， 薬剤 に

よ る 確実な予防 は困難 と考 えられ る
1 川 呂〕

．ゆ え に 抗原

食品 の 除去 と食後 の 運動制限 の 指導 が 第
一・

と さ れ ， 症

状に対す る認識 と症状 が出現 した と きの 対処 の 指導 も

必要 と 考え られ る
1郷 闘 ．ま た ，疲労，ス ト レ ス，感冒

な ど の 誘 発囚 子 と し て 考え ら れ る もの の 除 去の 指導 も

必要 で あ る．比較的若年 に 多 く本症 が み られ る こ と，

そ の 誘因 と し て ス ポーツ が 関．与す る こ と な どよ り， 医

療従事者の み な ら ず ， ス ポ ー
ツ の 指導者や 教育関係者

の 本疾患 に 対 す る 理 解 を 深 め る こ と は そ の 発症予 防に

き わ め て有益 と考え られ る
1坦 躍 61．
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　　　The　clinical 　study 　and 　ii・t　 v 〜tro　study 　used 　with 　leukく｝cytes 　were 　made 　c）f　a　case 　of 　food−Clependc［1t

cxercise −induced　anaphylaxis 　induced　by　shrimp ．　A 　26　year −old 　lnanexperienccd 　anaphylactic 　react ．ion　of

nasal 　obstructiun ，　face　cdenla 　alld　dy叩 nea 　while 　ru 監millg 　9〔）　Tninutes 　after 　eating 　shrin
．
1p．　He　experiel

．
1ced

sirnilar 　episode 　two 　years 　 ago 　 in　 his　 past　hist（，ry ．　 IgE−RAST 　 was 　p〔，sitive　 f〔
．
）r　shril ／lp 、　 Allaphy！actic

reaction 　und 　elevatioI ）of　p】aslna 　histaminc　levels　were 　verified 　by　cxcrcisc 　challcnge 　test．　a 「tcr　eating 　lOO

gsllrimp ．　At　the 　same 　time ，　we 　verified 　the　dedme 　of 　plasma 　cAMP 　levels　after 　eatillg 　shrimp ．

　　　In　leukocyte　stimlllating 　test　used 　with 　shrimp 　antige 【1，　histamine［evel 　elevations ，　which 　were 　lower

compared 　 with 　calciunl 　ionophore　A23187 （Ca　I　IO
．
［i
　M ）stlmulatio11 ，　were 　recogllized 　in　dose　dependent

mallrler 　irl　this　patient、　Bu 亡 in　llormal 　 subject ，　histamine 　level　 elevatjons 　 were 　not 　recognized ．

　　　、Ve　dlagnc）sed 　hil了l　f（x ，d・dependent　 exerciseinduced 　allaphylaxis ，　It　、 
・
as 　suggested 　that 　there　was

relatk 川 1〕etwe 〔三n　histalnine　release 　and 　decline　of　cAMP 　levels　of 　piasma とifter　cating 　shriInp 　in　this　case ．
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